
5.信州⼤大学  地（知）の拠点整備事業「信州アカデミア」�



文部科学省  地（知）の拠点整備事業�

⼤大学等が⾃自治体等と連携し、�
地域を志向した「教育・研究・地域貢献活動」を�
⼀一体的・全学的に進める取り組みを⽀支援する事業  �

�
課題解決に資する⼈人材や情報・技術が集まる�
地域コミュニティにおける知の中核的存在�

「COC（Center  of  Community）」�
としての⼤大学の機能強化を図る�

参考：⽂文部科学省省  地（知）の拠点整備事業（⼤大学COC事業）http://www.mext.go.jp/a_̲menu/koutou/kaikaku/coc/� �25�



農学部�

繊維学部�

⼈人⽂文学部、経済学部�
理理学部、医学部�
全学教育機構�

⼯工学部・教育学部�

信州大学が取り組む3つの地域課題（優先課題）�

近年、長野県内の至るところでシカやイノシシ、クマなどの野生鳥獣による農業被

害や森林被害が生じています。里山の整備や鳥獣のモニタリング・被害防止策、ま

た個体管理やジビエ等の資源活用など、原因分析や様々な対策が行われています。

しかし、これらの活動は個々ではなく、地域全体としての視点・連携が必要不可欠

です。本事業では、農林業から産業、さらには教育・文化とも連携し、次世代の環

境共生文化、エコシステムを創造する人材を育成します。	
 

長野県は、芸術館や美術館、博物館などの施設数が日本で最も多い地域です。雄大で

豊かな自然環境の中で多くの芸術・芸能活動、歴史・風土が育まれてきました。しか

し、これらの素晴らしい文化的資産を保存・維持するためには負担も伴います。その

ため我々の日常生活、教育、経済活動等と繋げて積極的に活用し、多くの人に価値あ

る地域資産として認識してもらうことが必要です。本事業では、信州の文化的資源と

様々な分野の連携を促進し、新しい地域の価値を創造する人材を育成します。	
 

３つの日本アルプスをはじめ、高い山々に囲まれた長野県は多くの「中山間地」が存在

します。「中山間地」は、農林業だけでなく、森林保全や水の涵養など平野部の安定生

活に寄与する重要なエリアです。しかし、基幹産業となる農林業の衰退は、地域の経済

活動や生活・文化・自然環境の悪化をもたらし、コミュニティの存続も課題となってい

ます。本事業では、これらの状況を客観的に分析し、新たな活路を見出す人材や地域運

営の効率化などを戦略的に判断する人材を育成します。	
 

１. 中⼭山間地域コミュニティの未来（モデル地区：⻑⾧長野市）�

２. 信州の歴史・芸術⽂文化の未来（モデル地区：松本市・上⽥田市）�

３. ⼈人と動物・⾃自然環境の共⽣生する未来（モデル地区：南箕輪輪村・伊那市）�

県・市町村との連携協定等の地域との対話の中から抽出された地域課題に基づきテーマを設定�

他の地域課題も、個別に随時／並⾏行行的に取り組みを進めていき、今後全学的な体系知化を進めていきます�

県内全域に�
知を循環�
させる�
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信州の地域課題を通じて学問と社会のつながりを高める�

社会人の学び直し・経験知の体系化と行動力アップ�

信州アカデミア構想（信州⼤大学COCモデル）�

大学教育改革�

地域貢献（地域教育）�

相互の�
連携教育�

地域戦略略プロフェッショナル・ゼミ�
人材輩出�

地域活性化の基盤となる�
知の森�

プラットフォーム�

自治体�
企業�
市民団体�

・地域講師�
・フィールド�

・地域学習�
・知の実践�

地域課題に対応して�
研究成果を再整理�
（学部・分野横断的に）�

1.課題解決知の形成� 2.人材育成フェーズ� 3.地域協創�

信州大学�
（地域戦略センター）�

地
域
と
の
協
働�

・地域課題解決のパイオニア人材の育成�

・地域コーディネーターの育成�

・高度専門職人材の育成（大学院進学）�

地域志向（活用）強化プログラム�

･･･自治体や地域講師による�
　「地域課題実践授業」の導入�

･･･信州の地域課題をテーマとした�
　　  高年次教養教育等の充実�

･･･アカデミアＴＡ講師・運営参加�大学院教育�

共通教育�

学部教育�

■中山間地コミュニティの未来�

■歴史・芸術文化とまちづくりの未来�

■信州の「環境共生」�

■信州の「健康長寿」（今後）�

■信州の「地域国際化」（今後）�

研究開発�

人材輩出�

カリキュラム構築�

カリキュラム構築�

課題解決活動�
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住民 
アンケート

自治体	


連携協議会	


地域対話	


（カケザントーク）	


学内シーズ
発掘	


地域志向型
教育・研究	


地域 
ネットワーク 

形成	


地域の課題
解決研究	


自治体 
インタビュー	


地域課題調査からニーズや知の体系化�
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第１回「信州⼤大学⾒見見本市」�

まちなかでの�
⼤大学地域連繋イベント�

⽊木曽エコパーク申請�
検討委員会�

県⺠民3000⼈人を�
サンプル地域課題調査�

伊那市での�
地域対話の開催⾵風景�

関係各所の�
⽅方々と意⾒見見交換�

⻑⾧長野県・信州⼤大学連繋協議会�

地域課題�
の詳細は？�

住⺠民の�
考えとは？�

⾏行行政の�
ニーズは？�

学びに必要な�
学内外の知と�
⼈人材の繋がり�



地域プロゼミの目標：知の循環を形成�
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学び直し�

実践�教育�

信州⼤大学の地域志向授業の�
講師や地域プロゼミ講師�

⼤大学院へ進学し、経験知の�
⾼高度度形式知化や研究開発�

地（知）の拠点�
信州⼤大学�

皆様はそれぞれ様々な経験知をお持ち
だと思います。しかし、それは必ずし
も⾔言葉葉にならなかったり、⼈人に伝えら
れないものになっていませんか。この
ゼミを通じて⼤大学の理理論論知と皆様の経
験知を融合し、新しい知の創造や知の
体系化を⾏行行いたいと思います。それが
これからの信州の未来を創る課題解決
の鍵となるはずです。�

地域プロゼミ�

平成26年年度度は、�

中⼭山間地域の未来学Ⅰ�

芸術⽂文化の未来学Ⅰ�

環境共⽣生の未来学Ⅰ�

を学習テーマとします�

地域プロゼミは、純粋に知識識欲を満
たしたり、⽣生きがいづくりのための
講座ではありません。修了了後は各⾃自
あるいは修了了⽣生同⼠士が協⼒力力し、それ
ぞれの抱える地域課題解決に取り組
んでいただくことが前提です。ただ
し、実践には様々な課題が伴います。�
そのため、信州⼤大学地域戦略略セン
ターでは修了了後もフォローアップ期
間を設定し、追加の学習機会や相談、
協⼒力力に応じて実践活動を促進します�

⼤大学と地域の�
連携型学習�
 　 　・�
知の循環を�
形成することを�
⽬目指します。�

地域課題解決のパイオニア�
として”学修”の実践活⽤用�

⼈人材育成は本⼈人だけで終わりではあ
りません。知は常に継承されて始め
て価値あるものになります。そのた
め地域プロゼミ修了了者には、信州⼤大
学の地域志向教育授業、地域プロゼ
ミでの講師を担っていただくことを
プログラムに組み込んでいます。た
だし、⼈人に教えるためには、⾃自⾝身が
本当に理理解しなければなりません。
教えることを通じて真の学修を達成
することも本プログラムの特徴です。�



地域プロゼミ：カリキュラム構成�
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